
大東市では、このプロジェクトと同様の趣旨で、 

「ただいま」「おかえり」と言いあえる 

そんな大東市にしませんか。 
 

 

 ～シトラスリボンプロジェクトとは～ 

コロナ禍での差別や偏見に心を痛めていた愛媛県の有志がつくったプロジェクトです。愛媛県特産の
柑橘にちなみ、シトラス色のリボンや専用ロゴを身につけて、「ただいま」「おかえり」の気持ちを表
す活動を広めるものです。 
「ただいま」「おかえり」と言いあえる思いやりが、安心して検査を受けやすいまちづくり、そして、
感染者への差別や偏見から生まれる弊害の防止につながります。 
メディアや新聞で紹介されるなど、個人や企業、全国の自治体、学校などで徐々に広まっています。 
 

シトラスリボンプロジェクト 
公式ホームページはこちら→ 

～「シトラスリボン」を作って、暮らしの場にエールを送ってみませんか～ 
 

１ シトラスカラー（柑橘をイメージした色）のリボン・紐で「三つの輪」
を作れば、「シトラスリボン」のできあがり。（結び方は飾り結びの中の
「几帳結び」「総角結び」と呼ばれるものを参考。） 

２ この「シトラスリボン」を身に着けたり、おうちの玄関や郵便受けなど
に掲示してみたりしてください。 

３ リボンの画像を SNS で発信することも、このプロジェクトが広まるき
っかけになります。 
＃ただいま ＃おかえり  
＃っていいあえるまちに     「シトラスリボン」の 
＃citrusribbonfromehime      作り方はこちら→ 

問い合わせ 大東市市民生活部人権室 
T e l：０７２－８７０－０４４１  F a x：０７２－８７２－２２６８ 

リボンやロゴで表現する「三つの輪」は、
地域と家庭と職場（or 学校）です。 

大東市は、「シトラスリボンプロジェクト」に賛同し、コロナ禍でも 
そうでなくても、みんなが心から暮らしやすいまちをめざします。 


